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 マルティン・ニーメラーは、イエス・キリストは、我々の生死において従うべき、唯一

の神のみ言葉であると告白する「バルメン宣言」を公にした「告白教会」に賛同し、その

リーダ―として、急進的な発言をするようになった。それは、ナチズムを妄信する「ドイ

ツ的キリスト者運動（DC）」に対する反対表明であった。共産党員、障害者、殊に、アーリ

ア人条項でユダヤ人を差別するナチズムの政策は、「隣人を愛せよ」という主イエスの教え

に反するという信仰告白であった。1937 年、ゲシュタポはニーメラーを連行し、モアビー

ト監獄に収監した。彼の裁判が始まったが、一般人は締め出され、弁護団も少なかった。

ニーメラーは、自分の闘いは国家に対してではなく、DC がナチズムのイデオロギーを教会

の信仰告白や信条に押し付けることに対するものであることを強調した。検察側は、外国

報道機関と結託する「反逆罪」に当たると告発した。判決は禁固 7 ヶ月、罰金 1500 マルク

だった。既に、7 ヶ月収監されていたので、無罪放免のはずだったが、ヒトラーは「顔が真

っ青になるまで」監獄で朽ちるがいいと、ザクセンハウゼン強制収容所に送ることを命じ

た。ザクセンハウゼンは囚人を残虐に取り扱うことで悪名高い親衛隊の手中にあった。ヒ

トラーの「私的囚人」となり、独房生活を過ごすことになった。聖書だけが許され、読み

続けた。食事はパンとジャガイモだけで、健康を損ね、視力も衰えた。彼は妻・エルゼに

「私の存在は、動物園の猿とあまり変わらないか、それ以下だ。なぜなら、私は今や完全

に孤立してしまったからだ」と書き送っている。独房生活が彼の体も心も痛めつけたので

ある。しかし、英国の大司教、スウェーデンの首位監督、ギリシャ正教会の大司教、フラ

ンスプロテスタント教会連合の議長、米連邦のキリスト教会協議会の外信部などから、ヒ

トラーにニーメラー牧師の拘束に深い憂慮を表明する電報が送られ、世界の諸教会は彼を

支援した。ニーメラーは「恐れを知らない説教が…残忍な独裁者に立ち向かった。キリス

ト教の英雄である」と評された。1941 年、カトリックの神父が収容されていたダッハウ強

制収容所に移された。その移動はニーメラーの人気を高め、「ヒトラーが彼の身体を破壊す

ることはあっても、彼の魂は決して破壊されない」と、信仰と勇気が賞賛された。彼は、

教派、国境を超えた福音を、収容されたダッハウの会衆に語った。 

 徹底して反ヒトラーを貫いたボンフェファーは、敗戦の直前に絞首刑になった。ニーメ

ラーも殺されるはずだったが、米兵に保護され、解放された。1945 年 6 月に、妻と子ども

たちと、8 年ぶりで再会する。戦後の混乱の中、告白教会に倣う教会の再建を目指し、ド

イツ福音主義教会の副議長の役を引き受けた。彼は罪責告白の必要性を説き、彼が練り上

げた「シュトゥットガルト罪責宣言」を発表した。それは「我々は、もっと勇気を持って

証言しなかったこと、もっと信仰篤く祈らなったこと、もっと喜びをもって信じなかった

こと、もっと熱烈に愛さなかったことによって、自らを告発する」と述べた有名な宣言で

ある。この宣言が、戦後のドイツプロテスタント教会の出発点になった。 

 ところが、政治的、社会的には、ニーメラーは U ボートの艦長で、ヒトラーを支持し、

ユダヤ人迫害に加担したと非難の声が上がった。彼は、言葉と行動で誠実に対応した。キ

リストの福音は、罪を告白する者を新たな人に造り変えることを約束している。著者ハケ

ネスは最後に、「彼の前半生を性格づける狭量さと過激な国家主義は、グローバル化と多様

化の進む世界では反感を買う一面がある。他面で彼は、我々が変わることができるという

例を示してくれる。…後半生を正義と平和への奉仕そして隣人への愛に献げた彼は、我々

に自らの偏見を見つめ、より良く為して見よと鼓舞している」と書いている。彼が受けた

苦難を思いつつ、キリストに「是認」された人間に回帰した人として、心に深く残った。 


